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「デザイン思考（Design Thinking）」というキーワードは、IDEO や P&G、
Google、Apple などの成功事例が話題を呼び、2010 年代から日本でも注目を集
めている。2018 年 5 月には、経済産業省と特許庁が「『デザイン経営』宣言」
と謳い、デザインの力でブランド構築とイノベーション創出を促し、グローバ





















ミング方法を導出している。3 つの Part から構成されており、Part 1「組織に
おけるデザイン思考の枠組み（フレームワーク）」では、デザイン思考について
紹介し、大規模組織における事例を取り上げながら、デザイン思考を組織へ導
入する際に生じる３つの緊張感を指摘する。つづく Part 2「3 つの緊張感」で

























とで、デザイン思考の実践における 3 つのハードルが導出されることとなる。 




















































































触れて、デザイン思考の共有に役立てられてほしい 1 冊である。 
 
 
 
